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概要 コロナ禍を発端として，教育分野でも遠隔操作に対する関心が高まり，我々もエレクトロ

ニクス系の学生実験の遠隔化に着手した 1）．他機関の報告は実験室の装置を遠隔操作することで

実験データを採るにとどまり，実験に不可欠な実験回路の組み立てや誤配線によるヒヤリ・ハッ

トは体験できなかった．そこで，我々はコンピュータ中に構築した仮想実験室中の装置や部品を

マイコンにより実空間のそれらと連携させた．実験手段として，このメタバースを使うことで，

学生は遠隔で実空間に電気回路を組み立て，誤配線すると仮想実験室でヒヤリ・ハットを体験で

きる．将来的にはメタバースを使い，対面では簡単にできない危険な実験の構築を検討する． 

 

実験装置 対面で行っている学生実験の内容を大きく変更せずにメタバースの導入を行った．ま

た，with コロナ及びアクティブラーニング化 2）に対応するために Zoom で遠隔操作もできるよう

にした．図 1 に学校の実験室に置かれる配信用設備を示す．仮想実験室はゲームエンジン(Unity)

で作り，液晶ディスプレイに表示されるようにした．仮想実験室の抵抗，コンデンサをマウスで

コネクタ上に移動させると，連携して PC に接続されたマイコンが現実の積分器の回路定数を変

化させ，出力波形を仮想実験室のオシロスコープに表示されるようにした．部品を誤った場所に

置くと液晶ディスプレイに警告が出るようにした．現在は，より直観的に実験することを目的に

マウスの代わりに Leap Motion 等のジェスチャーセンサーを用いた部品の移動を検討している． 
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図 1 学校の実験室に置かれる配信用設備（D／A 変換実験装置） 
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